
 

（第２号様式）   
令和７年３月31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立 柏陽高等学校 学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月３日実施） 

総合評価（３月21日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎学力の定着、思

考力・判断力・表現力

及び課題発見解決力の

育成を目指した授業改

善に取り組む。 

 

 
 

 
 
 
 
 

②生徒が主体となって

課題を解決し、自律自

走する学校行事運営や

生徒会活動を目指す。 

①生徒の学習習慣の定着
及び基礎学力の向上を図
る。組織的な授業改善の
充実を図り、思考力・判
断力・表現力の育成を図

る。 
 
 
 
 
 

 
 
 

②生徒が課題を見出し、

主体的・組織的に学校

行事運営や生徒会活動

ができるよう、適切に

支援する。 

①授業や課題を通して、
生徒に学習習慣を定着さ
せる。教科を主体とし、
教科横断の視点も持ちな
がら、互いの授業見学等
を行うことにより、基礎
学力の向上や、思考力・
判断力・表現力の育成を
達成できる授業づくりを
追求する。 
 
 
 
 
 
②生徒会や各委員会の自
主性を尊重しつつも緊密
に進捗を共有し、全教員
が見守りながら、活動支
援グループを中心に、適
時適切な支援を行う。 

①生徒による授業評価の、

各設問の回答の平均値が4
段階で 3.25 を上回った割
合が 80％以上になった
か。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

②学校評価アンケートの

学校行事等において「主

体的に取り組むことがで

きたか」等の項目におい

て、肯定評価 80％以上を

達成できたか。 

①全教科の各設問の、回
答の平均値について、
3.25 を超えていないも
のは7個のうち、１個で
3.23 であった。なお、
学力向上進学重点校の指
標とされている設問「単
元の学習の中で、議題に
ついて自分の考えをまと
めたり、解決方法につい
て考える場面がある」は
3.32で一番高かった。 
 
 
 
②生徒の自主性を尊重し
ながら、適時進捗を共有
して活動を支援した。そ
の結果、学校評価アンケ
ートの当該項目において
90％を超える肯定評価を
得た。 

①思考力・判断力・表
現力の育成を掲げ、ス
ピーディーな授業展開
を心がけているが、基
礎学力が定着していな
い生徒もいる。実力ア
ップ講習等を活用し、
生徒が基礎学力を定
着、向上させ、よりよ
い思考力・判断力・表
現力の育成につなげら
れるような取り組み
を、継続して検討して
いかなければならな
い。 
②引き続き生徒主体で
充実した学校行事運営
や生徒会活動がなされ
るよう、組織的・計画
的な支援を続けてい
く。 

①課題・改善方策等が以
前より具体的になってい
る。今後もレーダーチャ
ートを活用してほしい。
一方で、基礎学力の資質
や能力をどのように捉え
ているか。更なる思考
力・判断力・表現力の育
成に期待したい。 
 
 
 
 
 
 
②生徒主体の学校行事が
運営されており、体育祭
や文化祭が教員が見えな
い運営となっている。引
き続き継続してほしい。 

①思考力・判断力・
表現力の育成を掲
げ、授業改善に取り
組んできた。授業評
価の結果では、一定
の評価を得たと判断
できる。一方で、基
礎学力が定着してい
ない生徒も見受けら
れる。これらの生徒
の学力向上が課題と
なっている。 
 
 
 
②学校行事や生徒会
活動において、生徒
の自主性を尊重した
支援を行うことがで
きた。  
 

①入学してくる生
徒が多様であるこ
とから、授業改善
の進め方も毎年よ
り良い方向への変
化を求めながら進
めていきたい。ま
た、基礎学力が定
着していない生徒
には、学年、教科
で連携し、必要に
応じて実力アップ
講習などにより対
応していく必要が
ある。 
②引き続き、生徒
が課題を見出し、
主体的・組織的に
学校行事運営や生
徒会活動が行える
よう、支援体制を
継承していく。  

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①学校行事や部活動の

運営を通し、他者と協

働して物事に取り組む

態度の涵養を図る。 

 

 
 

②教育相談体制の一層

の充実を図り、生徒一

人ひとりの心身の成長

を支援する。 

①部活動および学校行事

の企画運営において、生

徒自らルールやマナーに

ついて考え、他者と協動

しながら取り組む態度を

育てる。 

 
 

②各学年の職員、SC、

SSW が一体となって支援

にあたることができるよ

う組織的な相談体制を整

える。 

①活動目標や活動上の留

意点などをこまめに指導

しながら、目標達成に向

けた支援をめざす。 

 
 
 
 

②各学年の係として教育

相談担当を設置する。SSW

が対応可能な事案を職員

へ周知し、より積極的な

活用を目指す。 

①学校評価アンケート等

の学校行事・部活動の取

組状況や満足度で肯定評

価 80％以上を達成できた

か。 

 

 
 

②学校評価アンケートの

教育相談等に関する項目

について、肯定評価 80％

以上を達成できたか。ま

た、SSWと効果的に連携す

ることができたか。 

 

①行事担当及び各学年、
部活動顧問の要所を押さ
えた指導の結果、学校評
価アンケートにおいて、
学校行事の充実、部活動
の充実で、それぞれ
95％、90％を超える肯定
評価を得られた。 
 
②「学校生活を充実させ
るための様々な支援体制
があった」、「SC、SSW
に相談しやすい体制であ
った」という項目の肯定
的 評 価は それ ぞれ
80％、55％であった。教
育相談担当とも連携し、
SSW の利用を増やすこと
ができた。 

①高い進路実現のため
の学習活動を大事にし
ながらも、部活動や学
校行事を通して、他者
と協働しながら参画
し、人間的な成長を図
れるよう、緩急をつけ
て支援していく。 
 
②アンケートの SC、
SSW についての項目
は、28％が未回答であ
ったが、その要因とし
て利用したことがない
生徒が回答しなかった
と考えられる。より気
軽に相談することがで
きるよう、積極的に働
きかけていく。 

①他者と協働することは
人権教育につながってい
く。アンケート結果も非
常に高い数字になってい
る。引き続き支援してほ
しい。 
 
 
 
②丁寧に担任が生徒を見
ていることがわかる。
SC、SSW の未回答率が高
いのは、使っていない、
わからないという生徒も
いるのではないか。気軽
に相談しやすい体制づく
りを心掛けてほしい。 
 
 

①学校行事・部活動
について、他者と協
働しながら参画する
経験を通して、学校
生活アンケートで高
い満足が得られる支
援を行うことができ
た。  
 
 
②サポートドックの
結果を活用し、昨年
度に比べ、SC、SSW
とスムーズに連携
し、相談につなげる
ことができた。一方
で、SC、SSW を利用
したことがない生徒
への働きかけを強化
する必要がある。 

①高い進路実現の
ための学習活動と
並行して、学校行
事や部活動が人間
的成長を図る機会
となるよう、引き
続き緩急をつけた
支援を行ってい
く。  
②SC、SSWの来校日
の周知をより積極
的に行うととも
に、より気軽に相
談できるよう予約
方法等も含めて検
討していく。ま
た、引き続き SSW
が対応可能な事案
を共有し、SSWへの
相談を充実させて
いく。 

３ 進路指導・支援 

①高い進路希望実現に

向け、生徒がグローバ

ルな視点を持って将来

を設計できるよう、ま

た、自らのキャリア発

達を意識できるよう、

①生徒の高い進路希望

の実現を目指すため、

進路指導の充実を図る。 

 
 
 
 

①３年間を見通した「進
路指導プログラム」に確
実に取り組む。また、新
学習指導要領による大学
入試の変更点について情
報を収集し、生徒、保護
者、教職員への周知を図

①生徒及び保護者の面談、

出願指導検討会及び進路
説明会が有効であったか。

大学入学共通テスト得点
状況、難関大学合格者数
20 名以上、国公立大学合
格率 40％以上を達成でき

①進路指導への肯定評価

は 83.7％であった。難

関国公立大現役合格者は

20名(昨年16名)。国公

立大学合格者は 113 名

(昨年114名)で、合格率

は 36.5％であった。保

①出願指導検討会に関
わる範囲を広げ、学校
全体として適切なアド
バイスを行うよう改善
する。また、次年度へ
は、今年度の合否結果
を加えた資料を作成
し、４月に59期担任、

①高い次元で達成してい
ることがうかがえる。新
教育課程の影響が出てい
ると見受けられるので、
授業内でも伝達してほし
い。また、学年によって
差が出ないように、３年
間を見据えた進路指導と

①生徒・保護者に対
して、進路指導検討
会を踏まえた面談や
進路説明会を通じて
有効な指導を行うこ
とができた。56 期生
の難関国公立大学合
格者数20名、国公立

①これまでの成果
を踏まえた進路指
導を実践すること
で、継続的に高い
進路実績を上げる
ことを目指す。ま
た、グループ担当
だけでなく学校と



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月３日実施） 

総合評価（３月21日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３年間を見通した進路

指導の充実を図る。 

 

 

 

②「科学と文化Ⅰ・ 

Ⅱ」における探究活動 

と、ディベート活動を 

軸としたグローバル教 

育を、カリキュラムマ 

ネジメントの中核に据 

え、次代を担う人材に 

必要となる資質・能力 

の育成を目指す。 

 
 
 
 
 

 

②科学と文化Ⅰ・Ⅱのブ 

ラッシュアップを図ると 

共に、持続可能な運営体 

制を構築する。また、各 

種グローバル研修や授業 

におけるディベート活動 

等の活性化を図る。 

る。 
 
 

 

 

②「科学と文化係」の活 

動や教員用マニュアルの 

充実を図る。また、各種 

グローバル研修について、 

計画的・効果的な情報発 

信を行うと共に内容の充 

実を図る。 

たか。 

 
 

 

 

②科学と文化の充実度に 

関する生徒向けアンケー 

トにおいて肯定評価80％ 

以上を達成できたか。ま 

た、各種グローバル研修 

実施後の生徒向けアンケ 

ートにおいて肯定評価85 

％以上を達成できたか。 

護者、生徒に対して進路

説明会にて丁寧な情報提

供を行った。出願指導検

討会を実施し、参加した

教員間で現状を把握し、

指導に活用できた。  
②科学と文化について、
３年生のアンケート結果
では肯定評価が 70％で
あった。また、各種グロ
ーバル研修後のレポート
内容から、多くの生徒が
プログラムを通して自分
自身を成長させ満足して
いることがうかがえた。 

生徒へ伝えていく。56
期生の進路状況は結果
を待つところだが、引
き続き生徒の高い進路
希望を引き出し支える
指導を進める。 
 
②探究活動では生徒た
ちが興味・関心に応じ
た調査・研究ができて
いるため、引き続き充
実させた活動を通して
肯定評価を伸ばしてい
きたい。グローバル関
係では、魅力ある活動
であることを全校生徒
に周知し、参加人数を
増やして拡充していき
たい。 

して引き続き取り組んで
ほしい。 
 
 
 
 
 
②課題を見つけて解決す
る能力は必要であり、今
後も経年比較をするため
にも現在の取組を継続し
てほしい。今後の提案と
して、ポスターセッショ
ンを英語で行うことを取
り入れてみてほしい。 

大学合格者数 137 名
となり、ともに目標
を達成することがで
きた。 
 
 
 
②探究活動において
は、三菱みらい育成
財団からの助成や県
功労賞の受賞など、
対外的に一定の評価
をいただいている。
グローバル教育につ
いても前年踏襲では
なく新規開拓等を行
い、多くの生徒に学
びの場を提供した
い。 

して全職員がミス
なく適切な進路指
導に取り組む体制
を充実させる。 
 
 
 
②探究活動におけ
る英語導入につい
ては今後に向けて
検討する。一方
で、英語によるデ
ィベート大会も全
生徒で実施してい
るため、日本語に
よるアカデミック
な活動も必要と考
える。 

４ 地域等との協働 

①生徒が活動する様子 

が伝わる広報活動を目 

指し、本校の魅力や特 

色を積極的に発信する 

広報活動を展開する。 

 
 
 
 

②保護者や地域、大学 

等外部機関、行政機関 

等との協働連携を促進 

し、本校教育力の向上 

を図る。 

①本校の教育活動につい 
て、中学生や保護者や地 
域の方に向けて、より広 
くかつ迅速な情報発信に 
取り組む。 
 
 
 
 
 

②保護者や地域、大学等 

外部機関、行政機関等と 

の協働連携を促進し、教 

育活動の充実を図る。 

①生徒の活動の様子をよ 
り詳しくかつ迅速に発信す 
るため、情報収集やホー 
ムページ更新作業の仕組 
みを改善し、組織的な取 
組みを推進する。 
 
 
 
 

②授業や学校行事におい 

て、行政機関、大学研究 

機関、地域、民間等と連 

携した教育活動の充実を 

図る。 

①学校説明会等における 
アンケートで、ホームページ 
が適切に情報を伝えてい 
るという肯定評価80％以 
上を達成できたか。 
 
 
 
 
 

②授業や学校行事におけ 

る外部機関や講師の活用 

状況や、学校評価アンケ 

ートの肯定評価が80％以 

上を達成できたか。 

①ホームページからの情
報発信についてのアンケ
ート結果は、第１回学校
説明会では肯定評価が
90％、第２回学校説明会
では肯定評価が 91％で
あったことから、学校の
情報を十分に発信するこ
とができた。 
 
 
②キャリアアップ講座を
はじめ、進路に関する東
大in柏陽、東工大in柏
陽を実施した。また、キ
ャリア教育に対する学校
評価アンケートの肯定評
価は86%であった。 

①今年度から、学校行
事については関係グル
ープに作成依頼をして
いる。そのため、写真
入りの原稿が速く作成
され、期間を置かずに
ホームページが更新さ
れている。今後もこの
体制を継続して柏陽高
校の取組を紹介してい
きたい。 
②キャリアアップ講座
については、参加延べ
人数が 100 名程度とな
っている。より魅力的
な講座の設定、周知方
法を検討していく。 
 

①情報発信をこれからも
続けて、柏陽高校の取組
や行事を紹介してほし
い。 
 
 
 
 
 
 
 
②地域の連携として、地
域の方々を柏陽高校に呼
んでほしい。また、地域
に目を向けられるよう
に、地域との協働のあと
にはフィードバックをも
らうとよい。 

①ホームページ上で
の情報発信が十分で
きている。今後は過
去の情報を削除や整
理し、見やすくわか
りやすいページづく
りを心掛ける。 
 
 
 
 
②キャリアアップ講
座や進路に関する講
演会等、多くの生徒
に参加してもらうこ
とができた。より参
加できる企画や日程
を検討する。 

①更新頻度は十分
達成できている。
学校行事等が行わ
れた場合の紹介ペ
ージを日を空けな
いように更新でき
るようにする。 
 
 
 
 
②地域との交流や
連携は学校全体の
取組になるため、
各グループと調整
しながら全職員で
課題意識をもって
対応していく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教育環境の変化に迅

速に対応し、前向きに

課題に取り組む雰囲気

を醸成し、魅力と活気

ある学校づくりに取り

組む。 

 

②各種会議を計画的に

実施し、効率的な学校

運営に取り組むととも

に、安全安心な教育環

境を整備する。 

①教育環境の変化に迅速

に対応し、教員同士の信

頼関係を高め、協力する

体制づくりに取り組むと

ともに、魅力と活気ある

学校づくりに取り組む。 

 
 
②円滑で効率的な学校運

営に取り組むとともに、

安全安心な教育環境の整

備及び、不祥事の防止を

図る。 

①職員相互の信頼関係を高
めるとともに、尊重し合え
る職場づくりを形成するた
めに、人権研修会や不祥事
防止研修会を実施する。報
告・連絡・相談を励行する
ことで、風通しのよい職場
環境を醸成する。 
 

②ＩＣＴの利活用を推進し、

情報の共有化、校務の効率

化を図る。地域と連携した

防災対策を進める。不祥事

防止研修会等により不祥事

防止に取り組む。 

①職員人権研修会等の実
施回数と取組状況による
検証はできたか。報告・
連絡・相談を励行してい
るか。 
 
 
 
 

②ＩＣＴを導入して校務

の効率化を図れたか。安

全点検を実施したか。防

災訓練の実施状況、不祥

事防止研修会をはじめと

する不祥事防止の取組は

できたか。 

①本校のスクールソーシ
ャルワーカーによる職員
向け人権研修会、各グル
ープ担当職員による不祥
事防止研修会等を実施し
た。また、日頃から職員
間で報告・連絡・相談が
密に行われ、活気ある職
場組織を作りあげた。 
②マグネットスクリーン
の新たな補充など教室で
のICT環境の整備も進め
た。また、Teams のチャ
ット機能などを活用した
情報共有は、より業務効
率化を進めることができ
た。年度当初に計画した
３回の防災訓練と全 12
回の不祥事防止研修会を
実施した。  

①各グループ担当によ
る不祥事防止研修会
は、職員間における連
帯や同僚性を育んでい
る。また、人権意識等
を高めているので、引
き続き積極的に取り組
んでいく。 
 
②今後は電子黒板の導
入によるＩＣＴの更な
る活用策を検討し、業
務の効率化を図る。ま
た、引き続き消防署だ
けでなく地元消防団の
協力を得て、より効果
的な防災訓練を実施す
る。さらに安全安心な
教育環境を整備し、事
故・不祥事の防止に取
り組む。 

①研修回数が多いことは
とてもよい。今後も気を
引き締めて努めてほし
い。 
 
 
 
 
 
②ＩＣＴの利用について
は、力を入れてほしい。
また、消防団員には高校
生から入ることができ、
社会に出てからでも入る
ことはできるので、参加
を待っている。消防署と
してもＰＲしていかなけ
ればならないと思ってい
る。 
 

①定期的に人権研修
会および不祥事防止
研修会を行うこと
で、職員の意識を高
めるとともに、課題
に対して前向きに取
り組める職場環境が
生まれている。 
 
②電子黒板の導入に
向けて、業者プレゼ
ンを設定し、次年度
以降の業務効率をさ
らに進展させるため
の活用策を検討し
た。防災訓練につい
ては、引き続き災害
に対する意識啓発に
取り組んでいく。 

①研修会の効果を
高めるために、講
義型以外の取組も
検討し、計画的に
実施していく。  
  
  
  
  
②ＩＣＴを積極的
に活用して、さら
なる業務効率化を
推進する。また、
教科と連携したDIG
訓練の実施や、地
域と連携した防災
訓練についても検
討していく。 

 


